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日本歯科放射線学会ではパノラマＸ線画像により骨粗鬆症患者および骨折リスク患者を

スクリーニングする技術の普及に努めております。その一環として本年 4 月，「添付資料」

の要望書を「日本整形外科学会」および「日本骨粗鬆症学会」に提出させて頂きました。 

両学界にてご検討頂いた結果，日本整形外科学会では本年 5月にメールで全会員に本要望

を伝達して頂き，日本骨粗鬆症学会でも同様に会員へ伝達して頂ける事になりました。 

これにより，整形外科など医科の診療医より病院歯科の先生方への照会や問合せが増加す

ることが予想されます。つきましては，口腔三学会の各学会におかれましては，メールなど

で添付要望書の内容を会員の皆様へ情報共有いただける様にお願いいたします。 
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日本整形外科学会 日本骨粗鬆症学会 宛て 

 

要望書 

2021 年 4 月 

特定非営利活動法人 日本歯科放射線学会 

理事長 浅海 淳一 

副理事長 勝又 明敏 

常任理事 新井 嘉則 

常任理事 田口  明 

 

骨粗鬆症が注目され始めた 1990 年代より、歯科領域でも歯を支える顎骨の粗鬆化に関心

が集まっています。特に、骨粗鬆症は歯周病の増悪や歯の喪失のリスク因子であることが明

らかとなり、歯科でも重要な疾患となっております。 

歯科では骨粗鬆症のスクリーニング方法として日常臨床で使用するＸ線画像を用いた評

価法が検討されてきました。国内外で研究が進み、日本歯科放射線学会においても、パノラ

マＸ線画像による骨粗鬆症患者および骨折リスク患者のスクリーニングに関する報告を日

本歯科医学会に提出し、また本年、パノラマＸ線画像による骨粗鬆症スクリーニングの臨床

ガイドラインを発行しております。 

つきましては、今回、この臨床ガイドラインによる診断に基づき、歯科から貴学会の関連

診療施設（医科）にご紹介する患者において、骨粗鬆症の検査、診断および加療をご検討頂

けます様にお願い申し上げる次第です。 

歯科では、歯科疾患（う蝕や歯周病等）の診断に多用される顎骨の総覧像のパノラマＸ線

画像（2017 年に年間約 1500 万枚撮影）を用い、全身の骨粗鬆症を評価あるいはスクリー

ニングする方法が考え出されて参りました。 

日本では田口ら 1、２）が閉経後骨粗鬆症患者において、パノラマＸ線画像による検討を

行いましたが、下顎下縁皮質骨形態が粗鬆化を示した被験者の 80～90％が骨粗鬆症であっ

た事から、下顎下縁皮質骨が腰椎や大腿骨の骨密度を反映することが判りました。この指標

は骨代謝マーカー３）や骨折リスク４）と関連することも判っています。 

世界ではパノラマＸ線画像の下顎下縁皮質骨に基づく骨粗鬆症患者のスクリーニングに 

関して、現在までに関連論文が 200 以上出版されています。欧州では 23 大学（医学、歯

学、工学）が欧州骨粗鬆症財団から２億円の巨費を得て OSTEODENT project を 2003 年から
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開始し多くのエビデンスを蓄積しており５）、英国では歯学部学生の授業にも取り入れられ

ています。英国 UCL Eastman Dental Institute の Calciolari らによるシステマティック・

レビューおよびメタ解析（～2014 年）６)では，パノラマＸ線画像による下顎下縁皮質骨の

評価が骨粗鬆症患者のスクリーニングに有用であることが示されています。 

日本では、歯科放射線学の教科書にパノラマＸ線画像の下顎下縁皮質骨の読影法が既に詳

しく解説されており、全国の歯学部・歯科大学で学生に教授されています７)。また、本内

容に関しましては、貴学会の日本骨粗鬆症学会雑誌にも概要が報告されています８）。 

日本歯科医学会では 2017 年度研究開発事業として「健康寿命延伸のための OP（パノラマ

Ｘ線画像）の有効活用（その１）－特に骨粗鬆症予防および早期発見と医療連携－」を委託

致しました。これを受けました日本歯科放射線学会では 2018 年に、パノラマＸ線画像上の

下顎下縁皮質骨粗鬆化所見は骨粗鬆症患者スクリーニングに有用であり、また骨折リスク患

者のスクリーニングにも有用である可能性が高いとする報告を日本歯科医学会に提出して

おります。 

日本歯科放射線学会では、同報告を基にしたパノラマＸ線画像による骨粗鬆症スクリーニ

ングの臨床ガイドライン（Clinical guidelines for the application of panoramic 

radiographs in screening for osteoporosis）を本年発行いたしました９)。評価基準の概

要とパノラマＸ線画像の例を下にお示しいたします。 

また「歯科医師がパノラマＸ線画像を評価して骨粗鬆症の可能性がある患者を医科に紹介

する」技術の「医療技術評価提案書（保険未収載技術）」を作成し、保険適用をお願いして

いるところです。ただし、歯科医師は十分なトレーニングを行ってから紹介するということ

は大前提としております。 

パノラマＸ線画像は歯科治療のために撮影するものを利用しますので、新しく検査（撮影）

をすることはありません。 

貴学会におきまして宜しくご支援いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。 

骨粗鬆症の可能性が疑われるパノラマＸ線画像所見： 

l 下顎骨下縁（特に頤孔付近）に皮質骨の粗鬆（粗造）化を認める。 

具体的な指標： 

• 下顎皮質骨形態が MCI (Mandibular Cortex Index)分類あるいはクレメッティ指標

（Klemetti Index)で， 2型または 3 型に相当する。 

• 画像上の皮質骨が薄く（約 3mm 以下）なっている。 

なお，日本骨粗鬆症学会に対しても本要望書と同じ内容を送付させて頂いたことを申し添え

ます。 
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参考画像 

健常な（骨粗鬆症のない）80歳代女性のパノラマＸ線画像 

 

 

 

下顎皮質骨の粗鬆化（矢印）が著明な 80歳代女性のパノラマＸ線画像 
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